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300年の旧家で
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第
２
回
再
生
委
員
会
で
は
、「
自
主
財
源

の
確
保
」、「
公
共
施
設
の
現
状
」
の
２
項
目

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
事
務
局
か
ら
、
受
益
者
負
担

金
（
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
）
の
適
正
化
、

村
税
収
入
や
そ
の
他
の
歳
入
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
、
公
共
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
後
、
各
委
員
か
ら
次
の
意

見
・
提
案
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

◆

主
な
意
見
の
要
旨

【
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
】

¡
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
で
、
ど
れ
だ
け
収
入
を
増
や
し
て
ど
れ
だ

け
支
出
を
減
ら
す
の
か
と
い
う
目
標
を
明
確

に
し
て
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
議
論
が
必
要
と

思
う
。

¡
現
在
、
村
税
の
他
に
代
わ
る
税
が
な
い
の

か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
他
に
代
わ
る
収
入
源

は
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す

第
2
回
再
生
委
員
会

7
月
5
日
開
催

第
3
回
再
生
委
員
会

7
月
20
日
開
催

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、「（
仮
称
）
千
早
赤
阪
村
元
気
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
、

再
生
委
員
会
が
、
今
ま
で
３
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
第
１
回
目
の

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
７
月
号
広
報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〜（
仮
称
）千
早
赤
阪
村
元
気
プ
ラ
ン
〜

べ
き
だ
と
思
う
。

¡
市
街
化
区
域
内
農
地
と
調
整
区
域
内
農
地

の
固
定
資
産
税
に
格
差
を
つ
け
、
税
収
増
を

図
る
べ
き
と
思
う
。

¡
村
有
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
で
き
る

だ
け
の
活
用
を
図
り
財
源
に
充
て
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
一
時
的
な
財
源
確
保
だ
け
で

は
な
く
、
継
続
で
き
る
財
源
確
保
に
つ
な
が

る
よ
う
な
活
用
が
必
要
と
思
う
。

¡
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
は
、
何
を
ど
の
よ

う
に
見
直
す
の
か
を
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

【
公
共
施
設
の
現
状
に
つ
い
て
】

¡
学
校
給
食
は
今
後
、
児
童
数
の
減
に
よ
り

非
常
に
効
率
が
悪
く
な
る
。
広
域
的
に
実
施

し
、
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

¡
給
食
数
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
か
ら
で
も

高
齢
者
の
給
食
も
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
で

き
な
い
か
、
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
。

¡
く
す
の
き
ホ
ー
ル
使
用
に
お
い
て
は
、
村

負
担
が
多
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
だ
け
住
民
に

と
っ
て
効
果
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
が
、
実

際
、
そ
の
よ
う
な
効
果
は
見
ら
れ
な
い
。

¡
く
す
の
き
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
音
響
や
照

明
に
費
用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
費
用
が
か
か
ら
な
い
使
い
方
を
す
れ
ば

よ
い
。

¡
く
す
の
き
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
大
き
な
催

し
を
す
る
よ
り
も
規
模
に
応
じ
た
何
か
収
益

に
つ
な
が
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

第
３
回
再
生
委
員
会
で
は
、「
公
共
施
設

の
見
直
し
」、「
補
助
金
な
ど
の
現
状
」、「
地

域
活
性
化
策
の
取
り
組
み
（
中
間
報
告
）」

の
３
項
目
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
事
務
局
か
ら
、
施
設
の
管
理

経
費
の
合
理
化
、
新
た
な
管
理
運
営
方
法
の

導
入
、
施
設
機
能
の
見
直
し
、
補
助
金
・
負

担
金
・
給
付
金
の
現
状
や
地
域
活
性
化
策
の

取
り
組
み
（
中
間
報
告
）
の
説
明
を
行
っ
た

後
、
各
委
員
か
ら
意
見
・
提
案
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

◆

主
な
意
見
の
要
旨

【
公
共
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て
】

¡
厳
し
い
財
政
の
中
で
公
共
施
設
の
見
直
し

は
理
解
で
き
る
が
、
た
だ
、
単
に
そ
の
見
直

し
が
縮
減
・
閉
館
と
い
う
だ
け
の
見
直
し
は

ど
う
か
と
思
う
。

¡
地
域
活
性
化
策
の
中
で
施
設
の
利
用
方
法

な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
と
思
う
。

¡
自
然
が
あ
る
中
で
、
単
体
の
施
設
に
視
点

を
置
く
の
で
は
な
く
、
他
の
施
設
と
も
連
携

さ
せ
て
利
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
も
大
事
だ

と
思
う
。

¡
行
政
で
活
用
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
公
募
し

て
利
活
用
し
た
い
人
を
募
る
の
も
方
法
で
は

な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
使
い
や
す
い
施
設

（
設
備
）
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

¡
現
状
を
一
番
知
り
尽
く
し
て
い
る
行
政
が

施
設
の
見
直
し
を
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

の
で
、
そ
れ
が
一
番
妥
当
な
判
断
で
あ
る
と

思
う
。

¡
厳
し
い
財
政
の
中
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
と

っ
て
、
新
し
い
村
づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て

無
駄
な
も
の
を
統
合
（
閉
館
も
含
む
）
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

【
補
助
金
な
ど
の
現
状
に
つ
い
て
】

¡
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
一

律
に
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
必
要

と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
増
額
す
る
と
い

う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

¡
高
齢
者
へ
の
給
付
と
い
う
の
は
手
厚
い

が
、
出
生
時
の
子
育
て
に
対
す
る
給
付
も
必

要
だ
と
思
う
。

¡
公
共
性
や
公
的
関
与
の
必
要
性
の
観
点
か

ら
、
補
助
金
の
見
直
し
も
必
要
と
思
う
が
、

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
明
確
に

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

2

具
体
的
な
検
討
が
始
ま
る

具
体
的
な
検
討
が
始
ま
る�
具
体
的
な
検
討
が
始
ま
る

具
体
的
な
検
討
が
始
ま
る�
具
体
的
な
検
討
が
始
ま
る�



道
路
は
、
人
や
車
の
通
行
を
目
的

に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
歴
史

街
道
や
道
の
駅
の
よ
う
に
人
々
の
安

ら
ぎ
を
与
え
る
場
と
な
る
な
ど
、
現

在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
は
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
欠
く
事
の
出
来
な
い
大
切

な
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
、
看
板
類
な
ど
の
不
法
使

用
、
違
法
駐
車
な
ど
が
日
常
的
に
見

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
安
全
で
き

れ
い
な
は
ず
の
道
路
も
そ
の
機
能
が

十
分
に
果
た
せ
ま
せ
ん
。

道
路
は
私
た
ち
み
ん
な
の
も
の
で

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
広
く
・
正

し
く
・
美
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
産
業
建
設
課

村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今

日
の
平
和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
考

え
る
機
会
と
し
て
、
大
阪
大
空
襲
と

当
時
の
市
民
生
活
の
写
真
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。

期
間
　
８
月
13
日（
土
）〜
17
日（
水
）

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
　
無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

「
ぼ
ー
け
ん
じ
ま
事
務
局
」は
、
障

害
児（
者
）を
対
象
と
し
た
余
暇
支
援

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

す
。私

た
ち
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
人

歓
迎
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

地
域
生
活
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
う
」

富
田
林
市
若
松
町
西
１
―

１
８
８
８
―

１

1
@0
６
５
７
５

企
業
に
お
け
る
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
が
進

む
よ
う
、
府
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
事

業
主
や
働
く
人
た
ち
へ
の
呼
び
か
け

の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
で

き
ま
す
。

受
付
　
８
月
15
日（
月
）ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉

〒
５
４
０
―
８
５
７
０
大
阪
市
中

央
区
大
手
前
２
　
大
阪
府
商
工
労

働
部
雇
用
推
進
室
労
働
福
祉
課

1
06
（
６
９
４
４
）
６
７
６
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

koyosuishin-g
1
3 @
sbox.pref.

osaka.lg.jp

¡
103
万
円
の
壁
っ
て
な
に
？

¡
パ
ー
ト
に
も
有
給
休
暇
は
あ
る

の
？

¡
パ
ー
ト
の
就
業
規
則
や
賃
金
の
こ

と
を
教
え
て
欲
し
い
。

¡
パ
ー
ト
助
成
金
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

な
ど

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
無
料
）

日
時
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
大
阪
事
務
所

1
06（
６
２
６
２
）２
１
５
５

3

あ
な
た
の
特
技
を

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

８
月
１
日
〜
８
月
31
日

８
月
10
日
は
「
道
の
日
」

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展

開
催

仕
事
と
子
育
て
の
両
立

支
援
の
た
め
の
標
語
募
集

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
相
談

非核平和都市宣言
千早赤阪村では、昭和60年３月22日

に世界の恒久平和を願い「非核平和都

市」とすることを宣言しています。

真
・
拓
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
六

十
町
」
と
い
う
距
離
に
関
す
る
情
報

を
刻
む
と
と
も
に
、
そ
の
上
側
に

「
シ
リ
ー
」
と
い
う
吉
祥
天

き
ち
じ
ょ
う
て
ん

を
表
す

種
子
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
吉
祥
天

と
は
福
徳
を
つ
か
さ
ど
る
女
性
の
天

部
で
す
。
こ
の
よ
う
に
町
石
に
は
仏

や
神
な
ど
を
表
す
文
字
が
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
町
石
は
、
そ
の
人

物
を
目
的
地
へ
と
向
か
わ
せ
る
と
同

時
に
、
そ
の
精
神
を
も
誘
い
ざ
な
う
効
果
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
１
町
＝
１
０
９
ｍ

※
種
子
＝
仏
な
ど
を
標
示
す
る
梵
字

Vol.10

今
回
は
「
金
剛
山
の
町
石
」
を
紹

介
し
ま
す
。

「
町
石
」
と
は
、
簡
単
に
言
う
と

目
的
地
ま
で
の
距
離
を
刻
ん
だ
石
の

こ
と
で
す
。
近
世
の
頃
、
金
剛
山
へ

の
登
道
ル
ー
ト
は
大
き
く
分
け
て
４

つ
あ
り
ま
し
た
。
河
内
側
か
ら
登
る

「
水
分
道
」（
建
水
分
神
社
が
ス
タ
ー

ト
地
点
）
と
「
千
早
道
」（
現
在
の

登
山
道
と
同
じ
道
）、
大
和
側
か
ら

登
る
「
関
屋
道
」
（
御
所
市
）
と

「
小
和
道
」（
五
條
市
）
の
４
つ
の
ル

ー
ト
で
す
。
こ
れ
ら
各
々
の
登
山
ル

ー
ト
に
は
、
町
石
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
水
分
道
の
町
石
に
は
、
写

資料館の前に移築された町石



７
月
19
日
任
期
満
了
に
伴
う
、
農

業
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
選
挙
に

よ
る
13
人
の
委
員
と
推
薦
に
よ
る
３

人
の
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

¡
峯
　
利
男（
水
分
３
１
８
番
地
の
甲
）

¡
矢
倉
英
夫（
東
阪
１
０
８
３
番
地
）

¡
南
本
　
肇

（
中
津
原
２
８
９
番
地
の
１
）

¡
東
　
弘
佳

（
二
河
原
邊
１
３
９
番
地
の
１
）

¡
下
門
　
進（
吉
年
２
０
９
番
地
）

¡
千
福
眞
吾（
東
阪
３
３
７
番
地
）

¡
木
ノ
本
雅
伸（
小
吹
４
９
５
番
地
）

¡
谷
口
孝
治（
桐
山
４
８
７
番
地
）

¡
松
本
晴
次（
千
早
６
７
４
番
地
）

¡
上
山
　
理（

水
分
５
２
９
番
地
の
２
）

¡
彼
塚
弘
司（
川
野
邊
１
２
５
番
地
）

¡
竹
村
　
仁（

森
屋
１
８
２
番
地
の
２
）

¡
内
田
治
一（

森
屋
９
１
７
番
地
の
３
）

大
阪
南
農
業
協
同
組
合

¡
田
川
治
郎
（
千
早
７
０
４
番
地
）

南
河
内
地
区
農
業
共
済
組
合

¡
新
谷
佳
三
（
桐
山
５
７
３
番
地
）

村
議
会

¡
徳
丸
幸
夫（

森
屋
２
８
８
番
地
の
３
）

推
薦
に
よ
る
委
員

選
挙
に
よ
る
委
員

７
月
３
日
、
太
子
町
立
体
育
館
で

第
59
回
大
阪
府
総
合
体
育
大
会
・
南

河
内
地
区
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
（
一
般
男
子
の
部
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

大
会
に
は
３
市
町
村
（
河
内
長
野

市
・
太
子
町
・
千
早
赤
阪
村
）
が
参

加
し
、
村
（
男
子
チ
ー
ム
）
が
優
勝

し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
千
早
赤
阪
村
は
、
準
優

勝
の
河
内
長
野
市
と
と
も
に
、
９
月

11
日
に
大
東
市
立
市
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
る
中
央
大
会
に
南
河
内
地
区

の
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

一
定
基
準
以
上
の
建
物
に
は
、
防

火
管
理
者
を
置
く
こ
と
が
法
的
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

防
火
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
知
識

や
過
去
の
災
害
実
例
を
教
訓
と
し
た

安
全
対
策
な
ど
の
講
習
会
を
終
了
す

れ
ば
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

月
日
　
８
月
25
日（
木
）

26
日（
金
）

場
所
　
富
田
林
市
消
防
本
部

費
用
　
３，

０
０
０
円

受
付
　
８
月
19
日（
金
）（
土
・
日
曜

日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
市
消
防
本
部

1
@5
７
４
０
０

赤
十
字
募
金

医
療
、
福
祉
事
業
な
ど
の
た
め
の

赤
十
字
募
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
募
金
総
額
は
８
９

０
、
４
５
３
円
で
し
た
。

献
　
血

愛
の
献
血
（
７
月
11
日
実
施
）
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

受
付
数

48
人

次
回
は
、
11
月
14
日
（
月
）
の
予

定
で
す
。

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
匿
名１

０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
で
は
、
平

成
17
年
度
を
目
標
年
度
と
し
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
12
年
度
（
基

準
年
度
）
よ
り
11
・
５
％
増
以
下
に

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
16
年
度

は
、
２
・
３
％
増
で
二
酸
化
炭
素
に

換
算
し
て
３
万
６
千
２
６
０
ト
ン
で

し
た
。
こ
の
内
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
焼
却
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
が
組
合
全
体
の
約
80
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

今
後
と
も
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
総
務
室

1
#3
６
５
８
４

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、

お
盆
の
８
月
11
日
か
ら
16
日
の
間

は
、
来
場
者
が
集
中
し
相
当
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
で
来
場

さ
れ
ま
す
と
、
駐
車
場
も
満
車
状
態

で
入
場
で
き
ず
、
手
続
き
の
締
め
切

り
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

受
付

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
振
替
休
日
を
除
く
）

更
新
受
付
時
間

即
日
交
付

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
２
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

1
０
７
２
５
%6
１
８
８
１

4

農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

中
央
大
会
へ
出
場

防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
の
実
施

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
の

地
球
温
暖
化
対
策
を
実
行

（
平
成
16
年
度
報
告
）

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
へ
は

公
共
交
通
機
関
で

ま
な
う
ら
に
蛍
灯
し
て
寝
ま
り
け
り

岩

影

を

流

れ

歩

き

の

沢

の

蟹

青
梅
雨
の
昼
間
一
人
の
膳
に
つ
く

梅
雨
に
入
る
大
観
音
の
伏
せ
目
が
ち

少
年
の
声
聞
こ
え
来
る
立
夏
か
な

新
緑
や
ほ
の
か
に
透
け
る
猫
の
耳

煙
出
し
今
は
若
葉
の
風
入
れ
て

阿
　
戸
　
敏
　
明

浦
　
　
　
千
恵
子

尾
　
浦
　
美
佐
子

奥
　
野
　
千
　
秋

貝
　
長
　
　
　
徹

彼
　
塚
　
富
久
子

彼
　
塚
　
正
　
子

俳

句

コ

ー

ナ

ー



5

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

議
会
だ
よ
り�

－ 編集 －�

議 会 広 報�
編集委員会�

第
73
号

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
17
年
６
月
の
千
早
赤
阪
村
議
会
定
例
会
（
第
２
回
）
は
、
６
月
７
日
に
開
会
し
、
専
決
処
分
、
条

例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
計
16
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
し
、
17
日
の
一
般
質
問
を
も
っ
て
閉
会
し

ま
し
た
。

村
税
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
個
人
村
民
税
に

お
け
る
非
課
税
の
範
囲
の
見
直
し
、
特
定
管
理
株

式
等
の
譲
渡
に
係
る
所
得
計
算
の
特
例
、
特
定
中

小
企
業
が
発
行
し
た
株
式
の
譲
渡
所
得
の
特
例
な

ど
金
融
証
券
制
度
の
改
正
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
16
年
度
の
歳
入
歳
出
額
の
確
定
に

よ
る
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
３
月
31
日
付
け
で
専
決
処
分
し
た
内
容
が
報
告

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
で
は
、
国
が
進
め
て
い
る
三
位
一
体

の
改
革
で
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
伴
う
国

民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。補

正
予
算
で
は
、
議
員
定
数
減
に
伴
う
議
員
報

酬
の
減
額
や
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
の
経

費
、
学
校
安
全
緊
急
対
策
事
業
と
し
て
監
視
員
の

配
置
に
係
る
経
費
の
増
額
な
ど
の
一
般
会
計
補
正

予
算
や
特
別
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
・
補
正
予
算

専
　
決
　
処
　
分

平
成
15
年
11
月
に
、
16
年
度
予
算

の
編
成
を
控
え
て
「
こ
の
ま
ま
で
は

村
が
破
綻
す
る
」
と
い
う
状
況
の
も

と
で
、
当
時
の
村
長
が
「
第
２
次
財

政
健
全
化
方
策
」を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
方
策
の
具
体
的
な
数
値
目
標

は
、
５
年
間
の
村
の
支
出
を
１
２
３

億
５，

５
０
０
万
円
と
し
、
通
期
で

８
億
５，
０
０
０
万
円
（
６
・
９
％
）

の
削
減
効
果
を
上
げ
る
計
画
で
し
た
。

議
会
は
こ
の
健
全
化
方
策
に
ど
れ

だ
け
協
力
で
き
る
か
、
検
討
を
重
ね

て
議
会
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

第
１
段
階
（
16
年
９
月
）
で
、
人

件
費
、
一
般
経
費
を
合
わ
せ
て
５
５

０
万
円
余
り
の
削
減
を
し
、
15
年
度

予
算
に
対
し
て
７
・
３
％
の
削
減
効

果
を
上
げ
ま
し
た
。

更
に
第
２
段
階
と
し
て
議
員
定
数

の
削
減
を
検
討
し
、
本
年
４
月
の
選

挙
で
ご
承
知
の
と
お
り
、
２
名
削
減

し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
17
年
６
月
現
在
で
一

般
経
費
の
削
減
に
よ
る
効
果
は
４
３

０
万
円
、
定
員
削
減
に
よ
る
効
果
は

９
０
０
万
円
で
、
合
わ
せ
て
１，

３

３
０
万
円
の
削
減
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
15
年
度
予
算
に
対
し
て

17
・
７
％
の
取
組
効
果
を
上
げ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
再
生
委
員
会
に
よ
る
「
元

気
プ
ラ
ン
」
策
定
に
議
会
も
意
見
を

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

再
生
委
員
会
で
は
、
村
の
山
積
し

て
い
る
諸
課
題
を
克
服
し
、
健
全
な

財
政
運
営
を
図
り
、
自
立
し
た
元
気

な
村
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
「（
仮

称
）
千
早
赤
阪
村
元
気
プ
ラ
ン
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
会
か
ら
は
次
の
３
名
を

選
出
し
ま
し
た
。

貝
　
長

徹

徳
　
丸

幸
　
夫

橋
　
爪

喜
久
次

千
早
赤
阪
村
再
生
委
員
会
を
設
置

議
会
と
し
て

「
議
会
費
」
削
減
の
取
り
組
み

案
　
　
　
　
件

議
決
結
果

６
月
定
例
会
議
決
結
果
一
覧

〇
専
決
処
分
（
千
早
赤
阪
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

〇
専
決
処
分
〔
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
最
終
）〕

〇
専
決
処
分
〔
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
最
終
）〕

〇
専
決
処
分
〔
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
最
終
）〕

〇
専
決
処
分
〔
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
最
終
）〕

〇
専
決
処
分
〔
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
最
終
）〕

〇
専
決
処
分
〔
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）〕

〇
専
決
処
分
〔
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
回
）〕

〇
専
決
処
分
〔
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
金
剛
山
観
光
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）〕

〇
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

〇
千
早
赤
阪
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
改
正

〇
千
早
赤
阪
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
改
正

〇
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

〇
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）

〇
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

〇
平
成
17
年
度
千
早
赤
阪
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

承
　
　
認
（
多
数
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

承
　
　
認
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）
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雑

感

雑

感

�

雑

感

雑

感

�

雑

感

�

徳
丸
議
員

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
改
修
を

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
改
修
を

関
口
議
員

く
す
の
き
号
の
復
活
を

く
す
の
き
号
の
復
活
を

学
校
給
食
に
地
元
農
産
物
の
活
用
を

毎
日
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
運
動
が
ス
タ

ー
ト
し
た
事
に
よ
り
、
役
場
内
で
も

６
月
か
ら
９
月
ま
で
、
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
、
似
合

う
人
、
そ
う
で
な
い
人
、
解
放
感
が

あ
ふ
れ
て
気
持
ち
が
良
さ
そ
う
、
反

面
、気
持
ち
が
ゆ
る
む
こ
と
も
‥
‥
。

意
見
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

と
も
か
く
地
球
や
人
に
優
し
い
エ
コ

ス
タ
イ
ル
。
一
人
ひ
と
り
工
夫
を
凝

ら
し
、
暑
さ
に
打
ち
勝
つ
体
力
を
つ

け
て
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
メ
ン

バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、
新
た
な
編
集

委
員
と
議
長
を
含
む
５
名
に
よ
り
、

皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

Ｔ
・
Ａ

野
活
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
テ
ン
ト

サ
イ
ト
は
今
年
は
利
用
で
き
な
い
。

子
ど
も
た
ち
も
保
護
者
も
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
に
た
い
へ

ん
残
念
だ
。
早
急
に
改
修
を
要
望
す

る
。

傷
み
が
は
げ
し
く
今
年
度
は
利

用
を
休
止
し
た
。
現
在
、
森
林
組
合

の
端
材
等
で
補
修
が
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
憲
法
は

戦
争
へ
の
反
省
か
ら
戦
争
放
棄
と
主

権
在
民
を
高
ら
か
に
う
た
っ
て
い
る
。

自
治
体
の
首
長
と
し
て
尊
重
、
擁

護
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
憲
法
に
つ
い
て
の
村
長
の
所
見

を
伺
う
。

憲
法
も
時
代
の
要
請
に
よ
り
変

化
す
る
の
が
正
常
だ
と
考
え
て
い
る
。

第
99
条
に
は
、「
公
務
員
は
憲

法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負

う
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
村
長
も

こ
の
立
場
に
た
つ
べ
き
だ
。

憲
法
を
遵
守
す
る
こ
と
に
は
変

わ
り
な
い
。

憲
法
を
尊
重
し
擁
護
を

憲
法
を
尊
重
し
擁
護
を

当
地
は
「
資
材
」
の
一
時
的
な

置
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
ボ
ヤ
が
出

た
り
悪
臭
の
発
生
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
長
期
間
利
用
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
児
童
や
学
校
に
も
影
響
を
与
え

か
ね
な
い
。
地
主
及
び
業
者
に
撤
去

の
要
請
を
。

当
地
は
一
時
的
な
資
材
置
場
と

認
識
し
て
い
る
。
昨
年
悪
臭
、
野
焼

が
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。
撤
去
を
要

請
す
る
法
的
根
拠
は
な
い
。し
か
し
、

検
討
し
た
い
。

千
早
幼
稚
園
跡
地
の

「
資
材
」
置
場
撤
去
の

要
請
を

千
早
幼
稚
園
跡
地
の

「
資
材
」
置
場
撤
去
の

要
請
を

昨
年
４
月
か
ら
小
吹
台
〜
く
す

の
き
ホ
ー
ル
間
の
１
ル
ー
ト
に
な
り
、

「
全
村
を
走
ら
せ
、
充
実
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
が
広
が
っ
て
い
る
な

か
、４
月
か
ら
庁
内
協
議
も
な
し
に
、

い
き
な
り
廃
止
さ
れ
た
。

今
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
図
書
室

の
利
用
が
減
っ
て
い
る
。
小
吹
台
で

は
「
便
数
を
減
ら
し
て
も
続
け
て
欲

し
い
」
そ
の
他
の
地
域
で
は
「
週
に

１
回
で
も
走
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
の

声
が
出
て
い
る
。
今
必
要
な
の
は
、

工
夫
し
て
「
く
す
の
き
号
」
を
村
づ

く
り
の
柱
に
す
る
こ
と
で
、
元
気
な

村
に
役
立
て
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

財
政
的
な
問
題
が
あ
り
廃
止
し

た
。
財
政
危
機
を
克
服
し
住
民
と
の

協
働
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
推
進

し
、
元
気
な
村
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
に
、
村
再
生
委
員
会
を
設
置
し
、

行
財
政
や
活
性
化
策
を
協
議
し
、
再

生
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
く
。「
く

す
の
き
号
」
の
復
活
は
現
時
点
で
は

困
難
。

地
元
の
農
産
物
は
地
元
で
消
費

す
る
「
地
産
地
消
」
が
全
国
で
広
が

っ
て
い
る
。農
業
村
で
あ
り
な
が
ら
、

「
み
か
ん
」
の
み
と
は
お
粗
末
だ
。

農
協
や
農
家
の
人
に
協
力
し
て
も
ら

い
、地
元
農
産
物
を
利
用
す
べ
き
だ
。

農
業
振
興
連
絡
協
議
会
に
、
物

資
購
入
業
者
の
登
録
を
頂
き
可
能

な
、
み
か
ん
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

食
数
が
多
い
近
隣
で
計
画
栽

培
な
ど
を
や
っ
て
い
る
。
農
家
・
農

協
・
栄
養
士
・
産
業
建
設
課
と
協
議

の
場
を
持
つ
べ
き
だ
。

学
校
給
食
に
地
元
農
産
物
の
活
用
を
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浅
野
議
員

野
上
議
員

村
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
と

携
帯
電
話
不
通
話
区
域
の
解
消

村
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
と

携
帯
電
話
不
通
話
区
域
の
解
消

児
童
生
徒
の

安
全
対
策
は

村
は
障
害
者
が
自
立
で
き
る
支
援
法
へ
要
請
を

村
は
障
害
者
が
自
立
で
き
る
支
援
法
へ
要
請
を

地
区
補
助
金
は
元
気
な
村
づ
く
り
の
根
源

地
区
補
助
金
は
元
気
な
村
づ
く
り
の
根
源

児
童
生
徒
の

安
全
対
策
は

全
国
的
に
児
童
生
徒
に
対
す
る

犯
罪
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
児
童

生
徒
の
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
特
に
警
備
が
困
難
に
な
る

登
下
校
時
の
安
全
対
策
は
十
分
か
。

安
全
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
登

下
校
時
の
安
全
対
策
は
、
教
職
員
に

よ
る
巡
回
も
含
め
た
指
導
や
防
犯
ブ

ザ
ー
の
携
行
、
ま
た
児
童
生
徒
の
集

団
下
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
に
よ

る
送
迎
も
お
願
い
し
て
安
全
に
努
め

て
い
る
。
今
後
と
も
安
全
に
は
十
分

の
配
慮
を
し
対
策
を
取
っ
て
行
く
。

村
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
の
見

通
し
及
び
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
は
何
月

頃
か
。
ま
た
、
携
帯
電
話
の
不
通
話

区
域
の
解
消
見
通
し
は
ど
う
か
。

72
局
の
赤
阪
局
管
内
は
現
在
工

事
中
で
あ
り
、
７
月
頃
か
ら
運
用
開

始
と
な
る
。
74
局
の
千
早
局
管
内
は

９
月
頃
ま
で
の
工
事
で
秋
頃
に
サ
ー

ビ
ス
開
始
予
定
で
あ
る
。
携
帯
電
話

に
つ
い
て
は
不
通
話
区
域
の
解
消
に

向
け
、
中
継
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
を
要

望
し
て
い
く
。

情報通信網の充実を

安
全
施
策
の

設
置
基
準
は

地
域
住
民
か
ら
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
要
望
が

多
い
が
、
設
置
基
準
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

村
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

地
区
要
望
等
に
基
づ
き
、
老
朽
化
し

た
交
通
安
全
施
設
の
補
修
を
最
優
先

に
し
て
お
り
、
新
設
に
つ
い
て
は
総

合
的
に
勘
案
し
設
置
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に

考
え
、
通
学
路
を
優
先
す
る
よ
う
お

願
い
す
る
。

南
水
分
と
東
水
分
の
中
間
に
バ

ス
停
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

バ
ス
会
社
に
要
請
し
た
が
新
た

な
用
地
の
確
保
、
道
路
の
整
備
な
ど

に
多
額
の
経
費
が
必
要
で
あ
る
。
バ

ス
の
利
用
状
況
等
を
勘
案
す
る
と
、

設
置
は
困
難
で
あ
る
。

安
全
施
策
の

設
置
基
準
は

バ
ス
停
の
設
置
は

バ
ス
停
の
設
置
は

村
道
等
の
舗
装
は

16
年
度
に
施
工
し
た
下
水
道
工

事
後
の
舗
装
復
旧
は
何
月
頃
実
施
す

る
の
か
。

本
年
度
の
計
画
で
、
９
月
頃
補

助
申
請
し
、
発
注
す
る
。

村
道
等
の
舗
装
は

国
会
審
議
中
の「
自
立
支
援
法
」

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
公
費
負
担
医

療
に
１
割
の
応
益
負
担
導
入
で
、
障

害
者
か
ら
年
間
７
０
０
億
円
の
「
福

祉
の
利
用
料
」
を
徴
収
し
ま
す
。

議
会
に
「
意
見
書
」
採
択
の
要
請

も
あ
り
ま
し
た
。
障
害
者
施
策
を
推

進
す
る
村
は
、
法
案
を
ど
う
み
る
の

か
。

障
害
者
福
祉
の
統
合
と
介
護
保

険
と
の
公
平
負
担
か
ら
上
限
を
設
け

て
１
割
の
応
益
負
担
に
し
ま
す
。
減

免
な
ど
配
慮
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

国
に
要
望
を
行
う
の
か
。
村
で

は
、
や
ま
ゆ
り
作
業
所
の
仕
事
確
保

な
ど
、
障
害
者
の
自
立
と
生
活
を
守

る
支
援
が
必
要
で
す
。

国
へ
の
要
望
は
、
府
な
ど
を
通

じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
所
の
仕

事
確
保
等
支
援
は
必
要
と
考
え
ま

す
。

３
月
議
会
で
も
地
区
補
助
金
復

活
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
地
区
補
助

金
半
減
で
、
小
吹
台
地
区
で
は
「
防

犯
灯
の
維
持
管
理
費
」
も
出
ず
、
繰

越
金
を
あ
て
て
い
ま
す
。
先
々
に
は

事
業
縮
小
か
、
会
費
の
値
上
げ
も
と

の
こ
と
で
す
。
基
本
的
な
考
え
を
。

補
助
金
の
交
付
目
的
は
、
防
犯

灯
の
維
持
管
理
、
広
報
の
配
布
な
ど

の
協
力
費
で
す
。
村
の
財
政
事
情
か

ら
半
額
に
し
た
も
の
で
す
。

地
域
と
の
協
働
を
広
げ
、
地
区

活
動
を
活
発
に
し
て
こ
そ
「
元
気
な

村
づ
く
り
」
に
な
り
ま
す
。
地
区
補

助
金
の
削
減
は
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

「
再
生
委
員
会
」
で
必
要
な
も

の
を
論
議
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

地区補助金の復活を
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田
中
議
員

「
財
政
健
全
化
方
策
」
と
新
た
な
「
合
併
」

豊
田
議
員

中
学
校
・
各
小
学
校
の
地
震
対
策
は

中
学
校
・
各
小
学
校
の
地
震
対
策
は

学校施設の耐震化を

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問�

６
月
議
会
で
は
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し

た
も
の
で
す
。

橋
爪
議
員

学
校
教
育
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う

学
校
教
育
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う

区
長
会
報
告
の
中
で
「
全
村
一

斉
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
財
政
健

全
化
の
た
め
に
中
止
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

小
吹
台
団
地
の
春
と
秋
の
大
掃
除

は
各
戸
共
に
、
日
曜
日
の
一
番
大
切

な
時
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て
参
加

し
、
道
路
の
清
掃
や
除
草
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
れ
を
財
政
難
と
い
う
名
目
で
、

収
集
・
運
搬
は
有
料
化
す
る
上
に
、

地
区
の
補
助
金
ま
で
削
減
と
は
甚
だ

遺
憾
だ
!!
「
も
う
大
掃
除
に
は
参
加

し
な
い
」
な
ど
の
声
も
多
く
聞
か
れ

る
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

全
村
一
斉
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
つ
い
て
は
ご
承
知
の
と
お
り
３
年

前
よ
り
全
村
民
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
、
地
区
内
の
道
路
、
公
園
、
河

川
な
ど
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
目
標
と
し
て
い
ま
し
た

美
化
意
識
の
高
揚
や
ご
み
の
な
い
美

し
い
村
の
実
現
に
一
定
の
成
果
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
、
本
年
度
よ
り
、

一
斉
の
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
実
施

し
な
い
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

先
般
の
定
例
区
長
会
に
て
収
集
・

運
搬
の
費
用
は
村
で
は
負
担
し
な
い

旨
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
の
方
々
に
芽
生
え
た
美
化
意

識
を
絶
や
す
こ
と
な
く
継
続
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
地
区
で
の
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
、
各
区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
に

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

小
吹
台
の
大
掃
除
の
収
集
・
運
搬
は

有
料
化
!!

何
故
、
そ
こ
ま
で

小
吹
台
の
大
掃
除
の
収
集
・
運
搬
は

有
料
化
!!

何
故
、
そ
こ
ま
で

本
村
に
は
、
中
学
校
１
校
、
小

学
校
４
校
が
あ
る
。
以
上
の
５
校
に

対
し
て
地
震
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
い
る
か
。

平
成
８
年
、
赤
阪
小
学
校
体
育

館
を
耐
震
診
断
し
、
平
成
10
年
に
耐

震
性
の
あ
る
建
物
に
し
た
が
、
そ
の

他
の
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
実
施
し

て
い
な
い
。

教
育
委
員
会
は
、
今
迄
に
各
学

校
に
対
し
て
防
災
訓
練
等
を
実
施
す

る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

国
、
府
等
の
指
示
も
あ
り
、
各

校
は
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
16
年
度
以
後
、
中
学
校
、

小
学
校
の
地
震
対
策
と
し
て
、
改
築

及
び
新
築
を
す
る
こ
と
に
、
松
本
村

長
よ
り
教
育
委
員
会
に
指
示
が
あ
っ

た
の
か
ど
う
か
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
各
校

の
改
築
は
行
っ
て
い
な
い
。

雨
も
り
等
に
つ
い
て
は
学
校
の
授

業
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
補
修

し
て
い
る
。

村
に
は
、
お
金
が
な
い
。
す

べ
て
に
縮
小
、
縮
小
、
地
震
や
災
害

に
備
え
る
こ
と
は
ど
う
で
も
良
い
の

か
。学

校
の
統
廃
合
、
診
療
所
の
廃
止

等
に
全
力
を
つ
く
し
、
地
震
が
起
き

て
中
学
校
や
小
学
校
が
倒
壊
し
、
学

生
が
死
亡
し
て
も
金
が
な
か
っ
た
か

ら
で
役
所
は
す
ま
せ
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

本
村
は
、
す
ば
ら
し
い
歴
史
と

文
化
に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
て
き
た
。

今
後
と
も
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
も
教
育
の
充
実
は
不
可
欠
で
あ

る
。
本
村
の
教
育
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

教
育
は
人
な
り
と
言
わ
れ
、
そ

の
育
て
方
で
大
き
く
変
化
す
る
。
心

豊
か
で
元
気
の
あ
る
人
間
を
育
て
て

い
く
。

学
力
の
向
上
に
は
今
後
と
も
、
よ

り
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
。
ま
た

歴
史
や
文
化
の
継
承
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
、正
し
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

多
聞
小
学
校
は
児
童
数
が
大
変

少
な
く
、
教
育
に
も
支
障
を
き
た
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
他
校
と
の

統
合
を
早
く
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

校
区
住
民
の
理
解
が
必
要
で
あ

り
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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水分 武　部　哲　弥さん
＜19歳　獅子座＞

近況は・・・

関西外国語大学の外国語学部で英語を勉強し

ています。

趣味は・・・

中学校から始めたバレボールです。週３回、

大学のサークルで楽しくプレーしています。

最近、楽しいと思ったことは・・・

６月中旬、高校時代の友人と難波で偶然に会

い、時間の立つのも忘れいろいろな話をしたこ

とです。・

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

自然がいっぱいの村が大好きです。この素晴

らしい自然を守ってほしいです。

来月号は・・・

小、中学校の同級生の中島奈美さんです。

中島さんへメッセージを・・・

また、みんなで遊びましょう。

３歳のとき、家族で生駒山上
遊園地に行ったときです。

TetsuyaTakebe

183

わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�

わが
やのホープわが
やのホープ

元気な笑顔をいっぱい見せてね。 母・幸代さん

もりやま　そうたくん
（ 森山　　　　　　　颯太　）

平成15年９月18日生まれ

森屋

あばれんぼうなので怪我しないでね。 母・富美さん

にった　あゆみちゃん
（ 新田　　　　　 鮎美　）

平成15年10月１日生まれ

二河原辺

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１
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七夕を前に、民生委員・児童委員さんの協力でげんき保育園と赤
阪小学校で七夕祭りが行われました。
４日げんき保育園では、４歳児による劇あそび「星の子ピッカリ」
を演じたり、全員でふれあい遊びをしたり仲よく交流しました。そ
のあと結び方を教えてもらいながらササに短冊飾りをつるしました。
また、５日赤阪小学校では１・２年生とこごせ幼稚園園児らが願

いごとを書いた短冊などをていねいにつるしました。

赤阪小学校体育館

保育園
▲

▼

色とりどりの短冊に願いごと
●七夕祭り●

７月７日、金剛山頂の葛木神社、転法輪
寺で恒例の「蓮華祭り」が開催されました。
葛木神社では、サカキの奉てんをし、シ

ーズン中の夏山登山者などの安全を祈願し
ました。
そして、寺の境内では、結界（魔物を追

い払う儀式）をめぐらし、６方向（東西南
北、中央、鬼門）に矢が放たれた後、ほら
貝の音の中で護摩が焚かれ、無病息災など
を祈りました。その後、火渡りが行われま
した。

山頂で夏山開き
●蓮華祭り●

むらの話題
あ　れ　こ　れ
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

６月26日、中津原地区の谷さんの庭や座敷などで、
ゴスペルコンサートが開かれました。
ライブは、各地でワークショップを展開している

ゴスペルシンガー　ハンナこと文屋範奈さんとギタ
リストの北野仁史さん、また、ゴスペルを楽しもう
会（ワークショップの受講生ら30人）も加わり、古
い家や初夏の棚田をステージに「アメイジング・グ
レイス」「オーハッピーディ」オリジナル曲の「ワ
ンディ」など12曲が披露されました。
府外からの観客を含め約200人が訪れ、千早の自

然の美しさと心に響く歌声に感動したライブになり
ました。

●ハンナサンセット・ライブ●

歌声が響きわたる

６月21日から24日、くすのきホール会議室でパソ
コン講習会が行われました。
この講習会は千早赤阪村、太子町、河南町の共同

で、就職困難者などを対象に、就職に役立つパソコ
ン基礎知識の習得（ワード、エクセル初級）を目的
としたものです。
３町村で26人が参加、マウスの操作に悪戦苦闘し

ながら熱心に講習を受けていました。

●地域就労支援事業●

パソコンの基礎を習う

６月24日、宮池（森屋地区）改修工
事の完成を機に、森屋分団・千早赤阪
分署らの協力により、新興住宅付近の
火災を想定し、宮池からのポンプ中継
放水訓練が行われました。また、当日、
小吹分団も地区住民を対象に、救急救
命講習会を実施。
それぞれの分団においても、日ごろ

から、万一の有事に備え、ポンプなどの
機材の点検や消火訓練、消火器取り扱
い講習会などを実施し活動しています。

万一に備えて・・・
●村消防団●
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※ＢＣＧ、三種混合（１期）、麻しん、風しんの予防接種
は、医療機関で実施する個別接種です。
※日本脳炎（１・２・３期）の予防接種は、厚生労働省の
勧告を受け、現在接種を原則中止しています。
※予防接種を受けるときの相談やお困りのことなどがあれ
ば保健センター（1&20069）に連絡ください。

健康診査＆相談など
種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

な か よ し 広 場 ８月９日（火）午前10時 ０歳から幼稚園

親と子の交流会
８月24日（水）

～11時30分
入園前の乳幼児

９月６日（火） と保護者
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ８月23日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

あかちゃん広場 ８月24日（水）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会・遊び・相談） ～11時30分 での乳幼児
離 乳 食 講 習 会 ８月24日（水）午前10時 １歳までの乳児
（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 の家族

午後
食事療法が必要

個別健康栄養相談 ８月26日（金）１時30分～
な人、健康のた

（要予約）
め食生活を改善
したい人

８月10日（水）午後１時30分
健康・育児・介

保健師による ～３時30分
護など相談を希

健 康 相 談 ８月12日（金）午前９時30分
望する人

９月９日（金） ～11時30分

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

や
ま
ゆ
り

成人歯科健康診査を実施

骨粗しょう症検診予約受付

内容
¡医師、保健師、栄養士による結果説明と生活・食事に
関する相談

¡希望する人に血圧測定・検尿の再検査
¡「過去７回分の結果一覧」と「健診後のアドバイス」
を配付

持ち物 成人病健診の結果票と健康手帳
●結果票がないと受け付けできませんので必ず持
ってきてください。
●本人が来られない場合は家族の人でもかまいま
せんが、必ずその人の結果票を持ってきてくだ
さい。

対象　平成17年６月30日現在、40歳・45歳・50歳・55歳・
60歳・65歳・70歳の女性
※国の実施基準の変更に準じて、今年度から対象者
が変更になりました。

内容 超音波による骨密度測定・結果説明と保健相談・栄
養相談

月日　９月７日（水）、８日（木）
受付 午後１時30分～３時30分（時間予約制）
場所 保健センター
定員 各60人（先着順）
受診料 300円（平成17年６月30日現在70歳の人は無料）

生活保護世帯の人、住民税非課税世帯の人は、受
診料が免除されますので、保健センターに事前に
問い合わせください。

受付　７月11日（月）から（定員になり次第締め切り）

成 人 病 健 診 結 果 説 明 会

実 施 日
受　付　時　間

午前９時30分～11時 午後１時30分～３時
８月４日（木）

保　健　セ　ン　タ　ー
８月５日（金）

８月17日（水）
いきいきサロン【やまゆり】（小吹台）

８月18日（木）

対象　平成17年６月30日現在、40歳・50歳・60歳・70歳の人
内容　問診・口腔内診査・歯周疾患検査・口腔衛生検査・

保健指導
場所　村指定歯科医院（富田林歯科医師会管内）
受診期間　９月１日（木）～10月31日（月）
時間　各医療機関の診療時間内
受診料　無料
予約受付 ８月26日（金）まで電話にて保健センターで受け

付けします。
受診方法　申し込みされた人には、受診券などを送付します。

その後、歯科医院に電話で予約し、受診してく
ださい。

第１・３・４
午前

一 般 健 康 相 談
水曜日

９時30分 有料・予約制
～10時30分

こころの健康相談
午前

（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談
（月）～（金）９時30分 電話相談も可

～午後５時

血　液　検　査
第１・３

エイズ・梅毒
水曜日

午後１時

クラミジア
～２時

午前血　液　検　査 第１・３
９時30分～ 有料・予約制［肝炎ウイルス検査］ 水曜日
10時30分

療　育　相　談 午後
８月19日（金）１時30分 予約制

～３時
飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
腸 内 細 菌 検 査（月曜日が祝日 ９時30分 有料
寄 生 虫 卵 検 査 の場合は翌日）～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
児（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

］［

種　類 月　日 対　象 備　考

生後●●●
ポ　リ　オ ９月26日（月）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられま
せん。

¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

が ん 検 診 予 約 受 付 う き う き ヘ ル ス ア ッ プ
教 室 参 加 者 募 集

○調理実習・野外ウｫーキングは午前中です。
○10回シリーズですのでなるべく全回参加してください。
対象　40歳から69歳までの住民
場所　保健センター
費用　無料
定員　15人（先着順・初めて参加する人優先）
受付　９月９日（金）まで（定員になり次第締め切ります）

回・日時 テーマ・内容

【９・10・11月分のがん検診の予約を受け付けします。】
平成17年度より、がん検診の実施方法が変更になりまし

たのでご注意ください。
秋期のがん検診の予約は６月から受け付けており、多数
の申し込みがありました。太字の日程はキャンセル待ちで
受け付けします。

胃 ・ 大 腸 が ん

月　　日
９月11日（日）・９月28日（水）
10月４日（火）・11月９日（水）

受　　付 午前９時～11時15分

対　　象
受診日現在、40歳以上の人
※39歳以下の人は受診できません

受診できる回数 年１回
定　　員 各50人

内　　容
胃－問診・Ｘ線間接撮影
大腸－問診・便潜血検査

受 診 料 胃－400円・大腸－100円

場所 保健センター
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の１割程度
です。
当日受け付けで支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されますので、役場福
祉係で事前に受診券を発行してもらい当日持参ください。）

※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。
※くすのき号は廃止になりましたのでご了承ください。
〈予約・問い合わせ〉
健康福祉課（保健センター）1&20069

子 　 宮 　 が 　 ん
月　　日 ９月２日（金）・10月20日（木）
受　　付 午後１時30分～３時

受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生ま
れ（例えば昭和60年・58年･･･）の人。ただ

対　　象 し、奇数年生まれでも昨年受診できなかっ
た人は受診できます。※19歳以下の人は受
診できません

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 各55人
内　　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
受 診 料 300円

乳 　 　 が 　 　 ん

月　　日
９月２日（金）・10月20日（木）
11月２日（水）

受　　付 午後１時30分～３時
受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生ま
れ（例えば昭和40年・38年･･･）の人。ただ

対　　象 し、奇数年生まれでも昨年受診できなかっ
た人は受診できます。※39歳以下の人は受
診できません

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 各45人
内　　容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査
受 診 料 500円

より健康で明るく元気に暮らしていただけるように「う
きうきヘルスアップ教室」を開催します。
「一人では食事の改善や、運動が長続きしなくって」と
いう人もこの教室に参加し、仲間と楽しみながら学びませ
んか？

【運動を始めましょう！】

「運動の始め方」運動実技
「運動と生活習慣病予防」

【あなたの生活習慣は？】

開講式・健康チェック
「健康づくりについて」
「食生活を振り返りましょう」

【楽しく作って楽しく食べよう パートⅠ】

「何をどれだけ食べますか？」
調理実習

【楽しい運動でストレス発散！】

「ストレスの話」
運動実技（リラクゼーション他）

【ウォーキングしながら自然と触れ合う】

野外ウｫーキング（村の史跡めぐり）

【楽しく作って楽しく食べよう パートⅡ】

「血液サラサラ・塩分ひかえめ」
調理実習

【あなたの体力は？】

運動実技
簡単体力測定

【腰・膝・歯は大丈夫？】

「腰痛・膝痛予防」
「口腔ケアから生活習慣病予防」

【楽しく作って楽しく食べよう パートⅢ】

調理実習・バイキング
「学んだ事を生かせるかな？」

【自分流の健康づくりをしよう！】

運動実技・閉講式

②９月30日（金）
午後１時15分

～４時

③10月７日（金）
午前９時30分
～午後１時 30分

④10月14日（金）
午後１時15分

～４時

⑤10月28日（金）
午前９時30分

～正午

⑥11月４日（金）
午前９時30分　　
～午後１時30分

⑦11月11日（金）
午後１時15分

～４時

⑧11月18日（金）
午後１時15分

～４時

⑨11月25日（金）
午前９時30分
～午後１時30分

⑩12月２日（金）
午後１時15分

～４時

①９月16日（金）
午後１時15分

～４時



天満宮→誉田八幡宮→西琳寺→近鉄
古市駅（ゴール・解散）徒歩約13km
特典　毎回抽選で100人に賞品をプレ
ゼント。完歩賞（シリーズ全３回を
完歩した人）

〈問い合わせ〉

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会事務局（河南町役場地域
振興課内） 1(32500

南河内地域の田畑や森林で子どもた
ちに農業や自然体験してもらおうと
「農とみどりの探検隊」が開かれます。
府民の森ちはや園地で、ゲームなど
を通じて森林内の動植物の観察を行い
ます。元気な子どもたちの参加を待っ
ています。
対象者 南河内在住の小学生（保護者

の参加は不可）
日時　８月24日（水）

午前９時～午後４時30分頃
（雨天の場合は、内容を変更）

定員　40人（多数の場合は抽選）
費用　700円／人（ロープウェイ代、

保険代など）
応募方法

参加者の氏名（フリガナ）、住所、
年齢、小学校名、学年、性別、保護者
の氏名、電話番号を記入し（１通で２
人まで）、返信用切手（80円分）を同
封し、封書で申し込みください（電話
での応募は不可）。
受付　８月10日（水）必着
〈応募先・問い合わせ〉

〒584－0031富田林市寿町２－６－１
南河内府民センタービル内
南河内農と緑の総合事務所

寄　付　金
竹田貞之さん（水分）から、

春の叙勲で「瑞宝双光章」

受章記念として、村に10万
円の寄付がありました。
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受付 ９月16日（金）の午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

子ども長期自然体験モデル事業とし
て、親と子ども（小学生・中学生）で
稲刈りをします。
体験希望の人は親子で申し込みくだ

さい。気軽に参加ください。
日時　９月中旬の土曜日の予定

午前９時～
※生育状況や、天候などで変わるため、
日は未定です。申し込まれた人には後
日連絡します。
場所　くすのきホール集合
定員　25組
費用　無料
受付　９月１日（木）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

教育委員会事務局社会教育課　
1&21300

催　　し

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会では、今なお残る歴史をテ
ーマに、スタンプラリー形式のハイキ
ング「中世の浪漫を訪ねて」（３回シ
リーズ）を行います。ぜひ参加してく
ださい。
月日　９月４日（日）

小雨決行（荒天中止）
受付時間　午前９時30分～10時
集合場所　近鉄南大阪線「河内松原」

駅南側広場（受付）
費用　無料（拝観料などは自己負担）
コース　近鉄河内松原駅（受付）→柴
籬神社→大塚山古墳→厳島神社→深
居神社→津堂城山古墳→古室八幡神
社→沢田八幡神社→道明寺→道明寺

特殊便器、訓練用ベッド、自動消火器、
動脈血中酸素飽和測定器（パルスオキ
メーター）
利用者負担

本人および家族の前年の所得に応じ
て費用の一部または全額を負担してい
ただく場合があります。
※なお、原則として介護保険法、身体
障害者福祉法などにより派遣・給付を
受けられる人は除きます。
難病患者とは、厚生労働科学研究難
治性疾患克服研究事業（特定疾患調査
研究分野）の対象疾患患者または関節
リウマチ患者
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

障害者の自立と社会参加の促進を目
的として「第３回共に生きる障害者展」
を開催します。
この障害者展は、①障害者作品展、

②情報通信機器展2005/ユニバーサー
ルデザイン生活展、③文化芸術展の３
つの催しを同時に開催する『大阪の障
害者の祭典』です。
また、障害者作品展で展示・販売す

る障害者の作品も募集しています。

（８月26日（金）まで）
日時 ９月23日（金）～25日（日）

午前10時～午後５時
※②と③は、23日、24日のみ開催
場所　国際障害者交流センター（ビッ

グアイ）
〈問い合わせ〉

大阪府健康福祉部障害保健福祉室
106（6941）0351（内線4154）

募　　集

日時 ９月18日（日）
午前10時～２時間程度

場所　海洋センタートレーニングルーム
内容　トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）

第
２
期
分
の
納
期
限
は
８
月
31
日（
水
）で
す
。

府
・
村
民
税

「第３回共に生きる
障害者展」の開催

農業体験（稲刈り）

トレーニング講習会
受講者

みなみかわち歴史回廊

子どもゆめ基金
「第16回農とみどりの
探検隊」参加者



お知らせ
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国民健康保険

国民健康保険では、平成17年度の国
民健康保険料の２割軽減制度を実施し
ます。前年分（平成16年１月から12月
分）の総所得金額などが次の金額以下
の人は住民課へ申請してください。
申請世帯の２割軽減基準額

33万円＋（35万円×被保険者数）の
額以下の世帯
申請書の提出期限

８月31日（水）まで、または納付義務
が発生した日から２週間以内。期限を
過ぎると、保険料の軽減を受けられな
くなります。
なお、所得の申告がまだの人は、こ
の軽減制度を受けることができません
ので、至急申告してください。
〈問い合わせ〉住民課

現在、手当を受給している人は、通
知書を送付しますので忘れずに届けて
ください。届けがないと受給資格があ
っても、８月以降の手当が支給されま
せん。

児童扶養手当とは
次のいずれかに該当する児童（18歳
に達する日以降の最初の３月31日まで
の人。重い障害があるときは20歳未満）
を監護している母または養育者に支給
されるものです。
①母が婚姻を解消した児童

②父が死亡した児童
③父が政令で定める重度の障害のある
児童
④父の生死が明らかでない児童
⑤父から１年以上遺棄されている児童
⑥父が法令により１年以上拘禁されて
いる児童
⑦母が婚姻によらないで出産した児童

特別児童扶養手当とは
20歳未満で精神または身体に重い障
害がある児童を監護している父または
母（それに代わる養育者）に対して支
給されるものです。
※いずれの場合も所得などの制限があ
ります。
〈問い合わせ〉健康福祉課

入院時の食事代の一部負担金（標準
負担額）は１日780円ですが、村民税
非課税世帯の人は、「限度額適用・標
準負担額減額認定証」を医療機関に提
示すれば１日650円に減額されます。
また、一部負担金は、高額医療費の限
度額までとなります。
現在、老人保健法による医療受給者

証をお持ちの人で、入院している人や
入院する人のうち非課税世帯の人は、
「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の申請をしてください。平成17年度の
村民税申告が未申告の人（世帯員全員）
は事前に済ませてください。
申請に必要なもの

①老人保健法による医療受給者証
②印鑑

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

③健康保険証
④過去１年の入院が90日を超えている
人のみ入院時の領収書
⑤前住所地の市町村が発行する平成17

年度の世帯員全員の非課税証明書（平
成17年１月２日以降に転入した人）
※「限度額適用・標準負担額減額認定
証」の適用は申請月の初日からです。
〈問い合わせ〉健康福祉課

◎ホームヘルパーの派遣

難病患者の日常生活のお世話をしま
す。
サービスの内容

○調理○衣類の洗濯、補修○住居など
の掃除、整理整とん○生活必需品の買
物○医療機関などとの連絡○通院介助
○その他相談、助言など
派遣回数

難病患者の身体的状況、世帯の状況
などを判断して決定します。（通常は
週２～３回、１日あたり２～３時間程
度）
利用料金

その世帯の生計中心者の前年度の所
得税額により、１時間あたり無料から
最高950円を負担していただきます。
◎日常生活用具の給付

在宅の難病患者が日常生活をより円
滑に行うための用具を給付します。
用具の種類

便器、特殊マット、特殊寝台、特殊
尿器、体位変換器、入浴補助用具、車
いす、歩行支援用具、電気式たん吸引
器、意思伝達装置、ネブライザー、移
動用リフト、居宅生活動作補助用具、

平
成
17
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
５
期
（
８
月
分
）
の
納
期
限
は
、
８
月
31
日（
水
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
８
月
25
日（
木
）で
す
。
〈
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介
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国民健康保険料の２割
軽減の申請を

児童扶養手当・特別児童
扶養手当の現況届・所得
状況届を忘れずに

老人保健法の「老人医
療の限度額適用・標準
負担額減額認定証」の
申請を

難病患者のホームヘル
パーの派遣・日常生活
用具の給付



ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

８月４日（木）・18日（木）
９月１日（木）

８月４日（木）
９月１日（木）

８月18日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

８月２日（火）
５日（金）・９日（火）
12日（金）・16日（火）
19日（金）・23日（火）
26日（金）・30日（火）
９月２日（金）
６日（火）

８月18日（木）

８月24日（水）

８月16日（火）予定

８月30日（火）予定

８月31日（水）予定

８月11日（木）
25日（木）

８月３日（水）
９月７日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,788人（＋９）

男　　3,238人（＋７）

女　　3,550人（＋２）

世帯数　2,301戸（＋10）

６月末日現在、（ ）は対前月比
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古紙配合率100％再生紙�
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夏の香楠荘でおもいっきり遊びませんか。
８月７日（日）

◇第２回そば食い大会 午前11時～午後１時　
◇山の音楽会「ブラスバンド＆フォークソング」

午後３時～５時
８月14日（日）・15日（月）

◇こどもアニメ映画まつり 午後７時～８時30分
ちはや園地広場で、無料で上映します。

※ロープウェイは当日、夜間運行しています。（最終午後９時まで）
〈問い合わせ〉香楠荘　1&40321

夏真っ盛り！金剛山サマーイベント

トピッ クス

●建水分
たけみくまり

神社・南木
な ぎ

神社

神社の創建は古く崇神天

皇５年（西暦前92）で※『延喜

式神名帳』にも記載されてい

ます。後醍醐天皇の勅命を

受け、楠木正成が水越川の

ほとりの下宮にあった社を

遷
うつ

して現在の場所に再建

［建武元年（1334）］しまし

た。水の神を祀
まつ

り、明治33

年国宝に、昭和25年重要文

化財に指定。

境内に摂社南木神社があ

り、湊川の戦い（1336年）

での楠木正成の戦死をいた

み、後醍醐天皇の命により

正成の木造を刻ませ、後村

上天皇より南木明神の神号

を賜り祀られています。 ※ 延喜式神名帳：延長

５年（927）の国家の

法制書。朝廷や国から

御供物が捧げられた、

全国の2861社の神社

が記載されている。

訂正　７月号広報、足跡めぐりコースの、奉建塔の桜の記事「そのとき記念
植樹された」は「昭和50年3月、植栽」されたものです。お詫びし
て訂正します。

楠公誕生地・�
郷土資料館�

　d�
楠公産湯の�
井戸�

　d�
奉建塔�

　d�
建水分神社・�
南木神社�

　d�
上赤阪城跡�
一の木戸跡�

　d�
上赤阪城跡�
本丸跡�

楠公さん足跡めぐりコース楠公さん足跡めぐりコース

本殿三殿（重要文化財）

南木神社

本社大鳥居（左）と南木神社（右）
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